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ありがとう　いつも笑顔と　おもいやり
協議会スローガン

≪令和 4年 2月：草山公園灯台広場からの眺め≫
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天蓋

神楽舞

　たのSEA秋穂づくり協議会　会長　玉峰　豊

　たのSEA秋穂づくり協議会では、第３次地域づくり計画を策定し、「ありがとう いつも笑顔
と おもいやり」をテーマとして、令和3年度から５か年間の活動目標と重点項目を定め、事業
を進めていくこととしています。
　令和３年度も令和２年度に続いて、新型コロナウイルス感染症の影響で、多くの地域行事が
中止を余儀なくされ、大変残念に思っております。
　こうした中においても、「地域振興」「地域福祉」「環境づくり」「安心安全」「歴史文化」の
５部会で感染拡大防止に配慮しながら、事業計画に基づく事業を行ってまいりましたので、そ
の概要を報告いたします。
　地域の皆様には、協議会の活動に、ご理解とご協力を頂き感謝しております。今後とも、な
お一層のご協力と活動への参加をよろしくお願いいたします。

「赤崎神社 十二の舞 解説と口上」の編纂について
　この度、山口市の令和３年度「地域の未来づくり促進交付金」を活用し、平成１７年３月に
発行された、「十二の舞 解説と口上」を一新しました。初版を、江戸時代の末期ごろに作成さ
れたと思われる古文書と照合したところ、解釈を変更すべき内容が数か所ありましたので、後
世への継承のために全編を編纂いたしました。
　「赤崎神社 十二の舞」は、秋穂地域で唯一山口市の無形民俗文化財に指定されており、申年
の霜月に赤崎神社に奉納される神楽舞です。その伝統は、十二の舞保存会さんのご尽力で今日
まで引き継がれております。たのＳＥＡ秋穂づくり協議会でも、「十二の舞」を少しでも地域
の方に多く知っていただきたい思いで、「あいお祭り」等で、一部を披露していただき支援し
ております。
　今回の編纂においては、十二の舞保存会と協議会で編纂委員会を結成し、台詞にある古い語
句等には注釈をつけて解りやすくなり、写真はカラーで見やすくなりました。ぜひご覧いただ
き、地域の歴史・文化の保存と継承に、ご理解とご協力をお願いいたします。
　（尚、ご入用の方は、協議会事務局までご連絡ください。）



浜中区 浜内区  金山領区 加茂区 本町区 東天田区 黒潟南区

松永　章  原田　文明 舛永　和雄 上村　康則 三谷　猛夫 山内　晴美  岡本　武雄

秋穂スポーツ
少年団 秋穂青年団  秋穂中学校

PTA
秋穂小学校

PTA
大海小学校

報徳会 推薦運営委員 推薦運営委員

半田　優希 守田　敦志 松本　幸雄 奥田　智俊  守田　敦志  岩本　芳暁 角村　美恵

山口県漁業協同組合
吉佐支店山口支所 小浜区 山口県漁業協同組合

大海支店
山口県農業協同組合

秋穂支所 秋穂スポーツ協会

田辺　寿之 道永　幸夫  三好　郁男  牧野　真太郎 吉岡　秀夫
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（令和4年3月31日現在）

きずなづくりとスポーツ推進

●「第1回秋穂草山チャリ登坂グランプリ」
　令和３年１１月７日に開催しました。
　中道にある50番のお大師堂から草山公園のさくら広場までの約1㎞のコースを自転車でかけあが

りタイムを競う競技です。大会の前日には、ボランティアとスタッフでコースの清掃を行い、競技
当日は31名の選手が草山登坂道の急こう配を疾走しました。選手や応援、スタッフみんなが自然
の中で楽しめて、大興奮の大会でした。

●「第36回あいお祭り」「第29回浜村杯秋穂ロードレース大会」、「あいおえび狩り世界選手権大会」は中止になりました。

地域の活性化

●秋穂中学校PTAの皆さんの協力で、貸し
出し用テントの整理をしました。

　24セットのテントに番号を付けて、キレ
イに整えて、折損した部品は廃棄しました。

　地域の行事にご活用ください。

人材の育成と発掘

●「おしゃべりカフェ」の企画で、令和4年2月23日に地域内の幼児か
ら中学生を対象にしたスポーツ体験イベント「カムカムスポーツ」in
あいお〜みんなで一緒にあそぼうぃね〜を開催しました。当日は、レ
ノファ山口・山口南少年野球クラブ・秋穂ミニバス・秋穂卓球協会・
秋穂太鼓の協力をいただき参加した52名の子どもたちは、体を動か
すことの楽しさを体験しました。

住みやすく楽しい地域づくり支援金、助成金、奨励金事業

◆ 地域文化・スポーツ奨励金　徳田雪菜（アーチェリー：全国高等学校総合体育大会出場）
　　　　　　　　　　　　　　徳田海斗（アーチェリー：全日本小学生中学生アーチェリー選手権大会出場）

地域振興部会 〜みんなで寄り添い心豊かに暮らせる秋穂づくり〜



健康づくりの推進

●健康づくり講座の開催
　「これからも健康に過ごすための体と心のあり方」
　講師：長谷　亮祐　氏
　（ＮＰＯ法人山口ヘルスプロモーションネットワーク代表）
　11月15日（月）に秋穂保健センターで開催しました。年齢を重ねても、役割や生きがいを持つこ

とで体力・気力の維持につながる講話を頂きました。また、山口大学医学部学生さんには、「在宅医
療について」の内容や実施状況などの話をしていただきました。

●ウォーキング講座の開催
　いつまでも元気に歩こう！　～ロコモ予防に繋がるウォーキングの秘訣の講義～
　指導：健康運動指導士　澄川　絵里奈　氏　
　健康で長生きできるよう、正しい歩き方で楽しく快適に歩くためのポイントを教わりました。
　今年度は、10月と12月の2回開催しました。

●七草がゆを食べる会
　今年度から福祉部会で取り組むこととなった事業です。1月7日に七草がゆを食べて健康な1年を

過ごせるよう、古来からの風習と伝承を継続していきたいと思います。
　今回は山口ケーブルテレビでも紹介していただきました。

地域福祉部会 〜いつまでもともに輝く人と秋穂づくり〜



（令和4年3月31日現在）
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すこやか秋穂っ子育成

●すこやか秋穂っ子プロジェクト
　親子の触れ合いの時間と絵本を通してすこやかな育ちができるよう、保育園、保護者の方も一緒に

学べる取り組みを実施しました。
　大海保育園、秋穂保育園にて実施
　（ももんちゃんシール、シール貼付台紙、おすすめ絵本リスト等の印刷）

思いやりのまちづくり推進

●第6回秋穂ふれあいまつり
　第6回秋穂ふれあいまつりを予定していましたが新型コロナウイルス感染予防のため、やむなく中

止しました。

住みやすく楽しい地域づくり支援金、助成金、奨励金事業

◆ ほっとＨＯＴサロン活動助成
◆ 秋穂太鼓活動助成
◆ 大海小学校　地域で育てる大海っ子推進プロジェクト
◆ 秋穂小学校　2年生「生活習慣やメディアとの上手な付き合い方」
◆ 秋穂小学校　6年生「菜種授業」
◆ 秋穂中学校　2年生「職業講話」
　 生徒の今後の進路選択や自己のあり方、生き方等を考える機会になるように、秋穂在住の保育士、
　 看護師、メディア関係の３人の方に仕事について様々なお話をしていただきました。
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交通安全啓発活動の推進
●高齢者のための交通安全講習の開催
　６月29日（火）、山口県交通安全学習館で、「見て ふれて 体験

する交通安全教室」を開催しました。

●秋穂小学校の「自転車教室」
　６月９日（水）、秋穂小学校３年生の交通移動教室で自転車の安

全な乗り方指導のお手伝いをしました。また、４月の大海小学校
の交通教室には参加できなかったが、両校に協議会の名前入り反
射シールを配布しました。

防犯活動の推進
●「うそ電話詐欺に気を付けて」の啓発チラシの配布
　秋穂地区防犯対策協議会がサンマート秋穂で実施した、啓発用チ

ラシの配布に協力参加しました。

防災意識の啓発
●秋穂地域総合避難訓練は、コロナ禍で実施できませんでした。

各看板の作成
●防災標識看板・交通安全標識看
　たのＳＥＡ秋穂づくり協議会は、秋穂地区社会福祉協議会と共催で各種看板を作成しています。
　令和３年度は、４地区と１団体に飛び出し注意看板計12枚を提供しました。

住みやすく楽しい地域づくり支援金、助成金、奨励金事業
　◆ �「秋穂中学校自転車通学生」交通安全ベストの購入助成
　◆ 秋穂小学校と大海小学校の新4年生に防犯ブザー配布
　◆ �「山口南交通安全協会秋穂支部」活動助成

安心・安全部会 〜ひとりひとりが安心して暮らせる秋穂づくり〜



（令和4年3月31日現在）

小さな親切運動
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（12月12日） （2月20日）（9月12日）

環境づくり部会 〜いつまでも残そう美しく住みやすい秋穂づくり〜
きれいなまちづくりの推進

●花いっぱい運動支援
　秋穂地域の団体及び個人に花苗代の一部を支援しました。
　また、部会員で秋穂地域交流センターの花壇に花苗を植えました。

●ごみ拾い運動
　今年度からの新規事業で、今回は部会員でポイ捨てゴミを集めま

した。7/18（日）に①秋穂漁協から中道地区公民館までと、
　②日地先線から中道公民館までの間を２グループに分かれてごみ

拾いを行いました。空き缶、ペットボトルなどの散乱が目につき
ました。ゴミは、見えにくい所に多く捨ててあるので、環境整備
や注意喚起が必要と思えました。

草山公園の環境整備
●草山公園の草刈り作業
　毎年、９月・12月に灯台周辺、２月に桜広場の草刈を実施しています。環境づくり部会員、地区運

営委員、ボランティアの皆さんのご協力により、灯台からは清々しい日の出や穏やかな海の景観が
一望できます。桜広場では、春にはサクラ、サツキ、ツツジ等の花見に訪れる方にも喜んでいただ
けています。

　また、山口市では、山頂灯台広場の周辺樹木を伐採を行われ、素晴らしい眺望になりました。

住みやすく楽しい地域づくり支援金、助成金、奨励金事業
◆ 山口市老人クラブ連合会秋穂支部に「社会奉仕の日」活動助成
◆ 秋穂地区子ども会育成連絡協議会花の苗代の一部を助成
◆ 市道清掃除草作業に助成
◆ 地区清掃作業の助成及び「清掃月間のぼり旗」の汚損、破損、紛失の補充と追加配布



（令和4年3月31日現在）

推薦運営委員 秋穂婦人会 小林和作先生
頌徳会

山口県央商工会
秋穂支所

金谷　正人 田中　京子  藤生　通陽  竹本　秀樹

図書館と友だちの会
・秋穂

あいお
文化倶楽部 天神町区 井南区 日地区

冨永　正己 大塚　政幸   田村　健一  赤瀬　敏幸 田原　隆一
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木村　賢司 松村　隆 田中　秀  冨田　安夫 田中　茂喜

　部会長　 金谷　正人　　副部会長　 田中　京子

歴史的・文化的資産の発掘と伝承
●「あいお歴史探見シリーズ」はコロナ禍で開催できませんでした。　

「海」「山」「里」の活用
●「菜の花事業」を実施しました。

　今年度は、地域に菜の花栽培の参加協力を呼び掛けて、中
野と中津江の２地区から応募を頂きました。また、従来の
協力農家さんを合わせると約41ａ（アール）の畑で菜の
花が育っています。ご協力いただいた場所には「菜の花事
業」の実施畑を表す看板を設置しました。

　今年４月20日、21日のお大師巡りでは、巡礼される方
の癒しになることでしょう。

　ぜひ、菜の花畑めぐりもしてみてください。

地域のオリジナリティの発掘と発信
●平成の歴史写真（展示用）整理事業

　平成の写真を収集、整理、展示して、懐かしい話題の提供や地域
愛の醸成に繋げたいと思い始めた事業です。今年度は、秋穂総合
支所及び秋穂地域交流センターの許可・協力を得て、平成時代の
写真やデータを収集しました。地域の方からも古い写真を提供し
てもらえて想定数以上の写真が集まりました。集めた写真を毎月
第4日曜日に、図書館と友だちの会・秋穂の皆さんと部会員で選
定作業をしています。次年度も収集・選定作業は継続します。

住みやすく楽しい地域づくり支援金、助成金、奨励金事業
　◆ 図書館と友だちの会・秋穂
　◆ 十二の舞保存会活動助成
　◆ 小林和作先生頌徳会活動助成

歴史・文化部会 ～歴史や風土をいかした秋穂のきずなづくり～


